
顔面先天異常患者に対する定量的形態解析手法の確立 

 

形成外科では唇裂口蓋裂をはじめとする顔面先天異常の診療を行っていますが、今日でも

整容的および機能的に満足のいく結果を得ることは困難な場合があります。 

顔面先天異常の診療では、写真および 3 次元写真撮影が術前後の整容的および機能的変化

や成長による変化を捉える目的で日常的に行われています。また CT、MRI 等は骨格や軟部組

織の評価のために定期的に施行しております。これまで、顔面先天異常患者の形態変化を定

量評価する試みが行われてきました。多くの研究では、たとえ 3次元の画像データを用いた

としても、そのデータから 2次元の画像を切り出し、その 2次元画像から特徴的な距離や角

度を計測する手法が用いられてきたのが現状です。しかし、そのような 2次元での形態解析

では、人体において最も複雑なかたちを持つ顔面の特徴を詳細かつ具体的に捉えることが出

来ているとは言い難く、その手法の改善が望まれております。 

一方、近年撮像機器やソフトウェアの発達により、既存の画像データを用いて顔面の 3 次

元表面形態を作成することが容易となりました。この手法では無侵襲に 3次元形態情報を得

られる点で有用です。3次元データは 2次元データに比べ、含まれる形態情報量が非常に多

いという特徴がありあます。しかし、3次元形態情報を解析する方法が確立していないため、

3 次元表面形態データを有効に活用できているとは言い難いのが現状です。3 次元表面デー

タを詳細に形態解析する手法を確立すれば、成長や手術などによる形態変化を定量的に評価

することが可能となり、また形態変化に最も影響を与える因子（パラメータ）を同定するこ

とも可能となると考えています。 

本研究により、口唇口蓋裂などの顔面先天異常患者の顔面表面および顔面骨格の形態を、

詳細に定量解析する手法および手術や成長による形態変化を評価する方法を確立すること

が出来れば、今後の治療法発展の一助になればと考えております。 
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